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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・小豆畑　裕介様～GHわたしの青空見学　（本人、安田PSW、OT学生）
　　　　　　　　　空きが２床あり、本人は１階の部屋を希望される。現在、住所不定のままであり、GHに住所を設定するところから始め、障害支援区分の申請等を行うため、入所までに時間を要する。その間他にGHを見学希望者がいる事ため、本人が実際に入居出来るかは不透明な状況とのこと。いづれにしても住所を設定しなければ、区分の申請や通帳を作る事も出来ないため、市役所等への問い合わせを進める。
※GH側も区分が決定せずともみなしでの利用が可能かどうか市役所へ問い合わせをし、報告して頂けるとの事。

・和田　シュン様～介護認定調査施行。ADL自立しているが、金銭管理へのこだわりや、物盗られ妄想に着眼し、介護認定を行っていくとの説明あり。

・船場　幸子様～介護認定調査施行。ADL自立しているが、通帳記帳の拘りや自己要求の執拗な訴えに着眼し、介護認定を行っていくとの説明あり。
 
・續石　啓介様～大粒来様に連絡し、日用品の依頼を行っている。

＜要注目患者様＞
・泉川　ケイ子様～独語なくホールで過ごす。スタッフを変えて嗜好品要求あるが、苛々感なし。気分の変動みられず、問題行動なし。

・板橋　利美様～下肢疼痛訴えないが、トイレでの排泄はせずポータブルトイレを使用。
過度な飲水要求や身体不調の訴えなし。

・森田　清助様～倦怠感を訴え、各食数口のみ。バイタルサイン異常なし。便汁による寝衣汚染頻回で都度更衣介助する。活気はないが他者交流はみられている。

・中居　敬悦様～自室で読書をして静穏に過ごされている。他者トラブルや問題行動なし。

・藪　真弓様～主治医診察時に退院要求あり。入所していた施設に戻れると執拗に訴え、
現状を受容出来ず希死的言動あり。開放病棟での療養生活が困難となり、
16:00医療保護入院に切り替え、療養環境変更目的にて東病棟Aユニット
16号室に転出となる。

・續石　啓介様～昨日18:40架電要求に対応。架電後不穏な様子あり、本人様との電話のやりとりを確認のため姉様に連絡する。
みちのく記念病院転院の日程について10/25（金）で9:30に青南病院を退院し10:00にみちのく記念病院着で調整。昨日の17時過ぎにみちのく記念病院へ行き話をしてきたと本人にも伝えたとのこと。
本人は主治医からの説明を希望している。 
    　　　　　　 
＜小栁Dr.診察情報＞
・佐野　貢様～指示・処方の変更なし。

・松川　順子様～定期薬内容変更あり、本日から昼食後のヒルナミン錠1錠→2錠に増薬となっていることを理解している。その他指示・処方の変更なし。

・山谷　由香様～指示・処方の変更なし。

・会津　慮子様～指示・処方の変更なし。

・春山　知範様～指示・処方の変更なし。

＜金Dr.診察情報＞
・井上　和美様～指示・処方の変更なし。。

・飯豊　信雄様～指示・処方の変更なし。

・藪　真弓様～診察に入るとすぐ、退院したい、また元の施設に入所できると聞いている
と言う。主治医より、元の施設への入所は断られていると説明。施設にお
いてまた周囲を困らせる迷惑行為をしてしまったら、どう責任をとるかと
言う主治医の問いに「死んじゃう」「死んで責任を取ります」と返答。自分
の思い通りにならないと周囲を自傷行為で困惑させ、操作的な危険行為を
行う、その様な思考がまだ残っているのでは開放病棟での治療は困難と主
[bookmark: _GoBack]治医の診断にて急性期閉鎖病棟東病棟Aユニットへ移動の指示あり。

